
Quantum 9420シリーズ簡易取扱メモ
各種設定は多岐にわたりますので、マニュアルをご参照ください。

左上：メイン電源SW,I/O Fan
下：USB RS232 ETHER GPIB CLOCK



出力例：Pulse幅100uS、Delay 0uS場合
1：黄色Ch Aの5Vpp,TTL出力（4ch：DSO/オシロスコープ画像）

設定例：Pulse幅1uS、Delay 0の場合

電源On：背面のSWをⅠにしてフロントの右上の ボタンを押します。

初心者向けに、連続/Continuous モード出力機能を提示致します。
下記に手順を示します。
レート・ジェネレーターの駆動：
ONになると、下の画像と類似の表示が出ます CH Aのパルス出力メニューです。
Wid（Width/幅)とDly（Delay/遅延）を設定します。
レートジェネレーターが駆動して、To時間で出力します。
Continuous：Free runモード。右のダイアルではプッシュと回転で入力・選択が可能。
左側Ａ,Ｂ,････HボタンはLEDが点灯状態で、各CHがON/機能します。
RUN/STOPを押し、ONでLEDが点灯して、CH Aに（他CHも）パルスが出ます。
パルス出力が出たら、徐々に各種の選択/変更を行い、最適な設定にします。



出力例：Pulse幅500uS、Delay50uS場合
1：黄色Ch Aの5Vpp,TTL出力（4ch：DSO/オシロスコープ画像）

出力例：Pulse幅100uS、Delay50uS場合 1：黄色Ch AのTTL出力, 5Vpp
2：基準信号パルス（Toトリガー駆動）



添付資料：機器添付のUSBメモリー保存



Recalling System Configurations：デフォルト設定
Use the following procedure to recall a stored or default system configuration: 
Enter the Recall Menu (FUNC + RECALL). 
Select a configuration number. 
From the Recall Menu, press the recall key sequence (function + recall). 
Note: Configuration 0 is the factory default setting. 

FUNC+RECALLを押し、番号（0）を選択、FUNC+RECALL
（RECALLを押し設定： 0 がメーカの初期設定）

詳細な設定については、英文マニュアルをご参照ください。
不明な点等サポートは、次の部署へe-mailにて、お願いいたします。
For future support requests, please send support related emails to

support@quantumcomposers.com 
the correct team can respond to you. 

ケイテック/KTEK https://ktek.jp

各種設定は多岐にわたりますので、詳細はマニュアルをご参照ください。

左上の 表示： ↕--追加ページあり 〇--出力ONで点灯/点滅 ♪--FUNC使用
右上の表示：現在のタイトル表示

表示器の明るさ：周囲の環境に合うよう、可変できます

ジェネレータモード：連続/コンティニュアス、単発/シングルショット、バースト（パルス数設定）、
デュティーサイクル(ON/OFF:nm) Max 5Mhz Clock 100Mhz Res10nS

トリガー信号：駆動開始モードにしても、パルスが出ない時は、トリガー信号が低い、レベルが
合っていない、立ち上がり/下がり設定等不適合の時もあります

スタート・トリガー：トリガーが1回掛かればContinuous modeでは、連続駆動/出力します

FUNCボタン：押して、ビー/ジー連続音が出て機能します（この音が出ない時は機能しません）
機能切り替えはFUNCを押し、ビー/ジー連続音を確認して進めます（目的に切り替わらない
時は、FUNCの機能がONしていないと思われます）

右中のロータリー/ダイアル：押して、次のSTEPへ進みます。
回転で数値等のパラメーター入力に使用できます。
早く回せば、数値等繰り上がります。

パルス出力モード：TTL/CMOS 4Vpp 可変出力Max20Vの2通りあります Ro：50Ωに適合

設定の保存/読み出し：出力パルスの周期、トリガレベル、出力レベル、発生モード等、各事項で
適切に設定して、設定を保存します。 呼び出し/RECALLで再使用出来ます。
Sample 画像は、Store：＃10,11,12に仮保存

外部接続：USB、RS232、ETHER、GPIB等でPC等接続可 Softダウンロード必要です。


